２４ 長 議 第 ７１号
平成２４年３月２３日
長久手市長　田一平　様
長久手市議会議長　丹羽茂雄
　　　市役所内の事務機器、備品等の転倒防止措置の実施について（依頼）
　時下、貴職にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
　さて、平成２４年１月１９日に開催した瀬戸市・尾張旭市・長久手市議会議員研修会では、福和伸夫名古屋大学減災連携 研究センター長・教授を講師に迎え、「東日本大震災に学ぶ地震対策について」のテーマで学習しました。
　研修会で福和先生は、「災害をわがことと考え、人任せにせず、自分の命は自ら守り、さらに家族、地域を助ける率先市民になるよう」私たちに求め、その一つとして、まずは自宅の家具の転倒防止を行い、地域や職場に広めていくことが減災への第一歩であると指摘されました。
　市役所は、いったん災害が発生すれば災害対応の前線基地としての役割が求められます。そのためには、事務機器、備品等の転倒の防止策を徹底することで職員の命を守り、すみやかな災害対応が重要な課題であると考えます。今一度、役所内の一斉点検を行い、大震災への備えとするよう要請するものです。
